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Ⅰ　はじめに
　一般社団法人 日本ドッヂビー協会の推奨競技種目
には，ドッヂビー，ゴールドッヂ，ドッヂディスタン
スがある。これらは，ウレタン素材をナイロンで包ん
だ円盤状の構造の遊具が用いられ，ボールを使用する
球技種目と比較して安全性が高い特性がある１）。幼児
の体力・運動能力が未だ低い水準にあることが報告さ
れており，特に，ボールを投げる能力の低下が著しい
ことが報告されている２）。近年，幼少児の投能力を向
上させる方策の一つとして，ボール以外のモノを投げ
る遊びとしてフライングディスクを使用した運動遊び
が注目されている３）。
（１） 幼少児のフライングディスク投技能に関する先
行研究
　これまで，幼児や児童を対象とした体力・運動能力
調査において，操作系能力の測定項目の一つである
投げる能力は，ボールを使った遠投４-５）や目標物に
ボールを当てる正確投げ能力６）の調査が実施されて
いる。
　幼少児期の子どもを対象とした“モノ”を投げる能
力の調査でボール以外のモノを扱った測定では，フラ
イングディスク（以下，ディスクとする）を使用し
た調査結果が報告されている８-11）。これらの研究によ
り，ディスクを投げる動作パターンの加齢変化やディ
スクの飛距離による遠投能力が測定され報告されてい
る。
　小学生児童を対象としたディスク投技能に関する研
究では，福島らの研究報告がある。投動作パターンと
飛距離などとの関連を調査10）し，続けて，ディスク
の捕動作の発達パターンをボールの捕球動作を基に分
類し，その発達過程を報告11）している。それによる
と，ディスクの投動作は，「学年が進むにつれて，準
備局面での足の後方への引きと手首の巻き込みがみら
れ，その後，足・腰・上体・肩と順番にスムーズに回
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転させて放出する傾向がみられた」としている。ま
た，投動作発達パターンと関連する測定項目では，そ
の児童のディスク遠投による飛距離は，学年とともに
直線的に変化する，スイング時の足幅は，学年ととも
に増加傾向を示し，飛距離と有意な高い相関を示し
た，ディスクの初速度は，男児・女児とも学年ととも
に増加し，成人男性の約１/２から１/３であった，リ
リース時のディスク角度は，学年が上がるにつれ小さ
くなる傾向を示した，と報告している。一方，ディス
ク捕動作では，両手キャッチが５つの型，片手キャッ
チが３つの型に分類され，ディスクの円盤状の構造が
影響している。また，片手キャッチにおいて80％以上
の成功確率になる年齢が，ボールと比較して遅れた理
由として，ディスクの片手キャッチの困難さと，ディ
スクの使用頻度が少ないことが影響している，と報告
している。
　村瀬ら８）は，『ディスク投技能は，ディスクゴルフ
やアルティメット等のレクリエーション技能へと発展
する幼児期および児童期に習得可能な基礎運動技能の
一つである12）』の考えを基に，幼児のディスク投技能
を調査している。その結果，バックハンドスロー（以
下，BHTとする）とフォアハンドスロ （ー以下，FHT
とする）の横断的発達過程では，4.5歳～6.5歳の間で
加齢とともに遠投距離が長くなる，男児の方が女児よ
りも遠投距離が長い，男女ともBHTはFHTより投距
離が長い，この時期の性差は拡大も縮小もしない，と
報告している。また，ディスク投技能と運動能力との
関連に関する研究結果９）では，BHTにおいて，立ち
幅跳び，連続片足跳び，小型ボール投げの３つの測定
項目と有意な相関関係が認められ，FHTにおいては，
背筋力と小型ボール投げ，反復横跳びの３つ測定項目
に有意な相関関係が認められたと報告している。い
ずれも高い相関関係ではないが，BHTとFHTの両方
の投げ方と小型ボール投げに有意な相関関係が認めら
れ，投げるという共通の運動課題であり関連があるこ
とが示唆されたと報告している。
（２）ソフトディスクに関する先行研究
　近年，プラスティック製のフライングディスクで
はなく，ウレタンをナイロンで包んだソフトディス
クの普及が進んでいる３）。その代表的な使用方法とし
てドッヂボール遊びの要領と同様にディスクを相互
に当て合う，ドッヂビーがある。このドッヂビー遊
びが普及した背景には，スポーツ安全保険加入者の
スポーツ活動中の傷害事故発生率の３位にドッヂボー
ル（3.56％）があり，ボールを使ってのドッヂボール
遊びでは，突き指などの傷害事故の発生が多いため
と考えられている。そのため，ボールより柔らかい素
材（ウレタン）のソフトディスクの方が安全であり，
ディスクであれば，それを投げた経験差が小さく，男
児・女児の体格差と体力差が生じにくいことから，ソ
フトディスクでのドッヂビーを導入している小学校が
増加している３）。以上のことから，幼少児の操作系運
動の代表的動作である投技能を向上させるため，安全
性を加味して考慮するとボールを使った遊びだけでな
く，ディスク，特にソフトディスクも遊具の一つとし
て十分に活用できると考えられる。
　しかし，現時点では，幼児のソフトディスクを幼稚
園や保育園といった保育の現場にて教材・遊具の一つ
として活用できるという十分な研究結果は得られてい
ない。
　古田と渡部13）は，保育園や幼稚園の保育現場で遊
具の一つとしてソフトディスクが活用できるかを検討
するため，幼少児を対象にソフトディスクを正確に投
げる技能の発達過程を検証している。その結果，幼児
期では，投技能が加齢に伴い発達し，ディスクを的に
当てる技能（正確投げ）は，幼少期では得点差が小さ
く，男児と女児では得点差が認められえず性差がない
ことから，ドッヂビーは，保育現場で活用できる遊具
の一つであると示唆された，と報告している。
　ドッヂビー遊びでは，ソフトディスクを当て合う特
性があるため，目標物をねらって正確に投げる技能の
検証は不可欠である。しかし，この報告だけでは十分
な知見が得られたとは言い難い。　
（３）研究目的
　投動作を伴う代表的な遊具の一つにボール（まり）
がある。このボール投げ動作とディスクを投げる動作
は，類似した技能であり，投動作に分類されると考え
られる。しかし，ボール投げ技能とソフトディスク投
げ技能の関連は明かにされていない。すなわち，保育
の現場で日常的に実践されるドッヂボールや的当てと
いった運動遊びで使用されるドッヂボールを投げる技
能（遠投や正確投げ）とソフトディスクを投げる技能
の関連を調査した研究は見当たらない。
　そこで，本研究ではドッヂボールとソフトディスク
の投技能の関連性を検証し，ソフトディスク投技能に
特異的な発達過程があるかを検討し，保育現場でソフ
トディスクを使用した遊びが普及可能か，検証するこ
とを目的とした。
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Ⅱ　方法
（１）調査測定対象児：大学コンソーシアム岡山が主
催する「2016　日ようび子ども大学」という自由参加
型の子ども行事に参加した幼児と児童で，岡山県A大
学が主管する「誰でもできる新しいスポーツ・ドッヂ
ビー体験」に参加した155人（男児94人，女児61人）
を測定対象児とした。測定対象者の年齢と性別の人数
の詳細を表１に示した。
（２）測定実施日：2016年６月５日（日曜日）
（３）投技能測定
　本研究では，幼少児の投げる技能を遠投技能と正確
投げ技能により判定し，ドッヂボールとソフトディス
クを用い，遠投技能では，その飛距離を得点化し，正
確投げ技能では，目標物となる的にドッヂボール及び
ディスクを当てることにより測定した。
１）正確投げ技能
　ドッヂボール（モルテン社製　０号球）とソフト
ディスク（ヒーロー工房社製，直径22.0cm）を的に
正確に投げる技能の測定は，ドッヂボール的当て技能
の調査方法５，７）を参考に測定を実施した。すなわち，
まず，調査対象者の幼少児を目標となる的（縦86cm
×横30cm）から２m離れた場所に測定対象児が立位
姿勢にて位置させた。次いで，ドッヂボールは利き手
で投げさせ，ソフトディスクは，BHTで各３回投げ
させた。それぞれの的当ての得点は，的に当たれば３
点，幅90cmを通過すれば２点，90cmの枠から外れた
場合は１点として記録し，調査対象児のドッヂボール
的当て得点及びソフトディスク的当て得点として記録
し，それぞれの平均値を算出し，分析対象値とした。
２）遠投（投距離）能力
　正確投げと同じドッヂボール及びソフトディスクを
使用して，９ｍ以上離れた地点に立位する調査者をめ
がけて投げるよう指示してから投げさせた。幼少児が
立位した地点からドッヂボール及びソフトディスクが
着地した点が０～３mまでであった場合は０点，３～
６mであれば１点，６～９ｍを２点，９ｍ以上投げら
れた場合を３点とし，それぞれ３回の試技をさせた。
３回の試技間は休息を入れ実施した。それぞれの遠投
得点は，平均得点を算出し，分析対象値とした。
　なお，測定を開始するにあたり，調査者が，調査対
象となった幼少児に個別にソフトディスクの投げ方を
デモンストレーションするなどしてソフトディスクの
握り方とBHTでの投げ方を教えた。その後，時間を
設けて調査対象児と測定者が一対一で相互にソフト
ディスクをパスするなどの練習をさせ，投技能の測定
を実施した。練習時間は，おおよそ20分程度とした。
（４）倫理的配慮
　測定を開始するにあたり，測定対象児の保護者に対
して調査主旨及び測定方法，測定に伴う危険性，測定
参加は義務ではない，測定参加は途中で中止できる，
結果の公表に当たっては個人が特定されることは決し
てない，と口頭にて説明し，保護者の同意が得られた
者のみ測定対象児として実施した。　
（５）統計処理
　年齢に伴うボール及びディスクの投技能の発達は，
各年齢で，対応のあるｔ検定を用いた。いずれも危険
率0.05％を有意とした。
Ⅲ　結果と考察
　本研究では，操作系動作の一つである投動作，ディ
スクの投能力の発達特性を把握し，ディスクを使った
運動遊びが幼稚園や保育園といった保育現場で普及可
能か，を検証するため，幼少児のドッヂボールとソフ
トディスクの投技能の発達過程の関連性を明らかにす
ることを目的に実施した。
（１） ドッヂボールとソフトディスクの遠投得点の加
齢変化
　表２は，投距離得点の加齢変化である。ドッヂボー
ル遠投得点は，４歳児の1.35±0.65点が最も低く，10
表１　測定に参加した年齢別参加児数
 
単位 人 
4歳児 5歳児 6歳児 7歳児 8歳児 9歳児 10歳児 小計
男児 12 18 20 11 8 13 12 94
女児 11 14 8 9 10 6 3 61
小計 23 32 28 20 18 19 15 計 155
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歳児の2.77±0.53点が最も高い値を示した。一方，ソ
フトディスク遠投得点は，４歳児の1.17±0.83点が最
も低く，10歳児の2.48±0.59点が最も高い値を示した。
これらのドッヂボール遠投得点とソフトディスク遠投
得点は，年齢があがるにつれて，遠投得点が上昇し，
幼少期での加齢に伴うボール及びソフトディスクの遠
投能力が発達すると確認された。また，それぞれの年
齢で，ドッヂボール遠投得点とソフトディスク遠投得
点に統計的有意差は認められなかった。つまり，ソフ
トディスクを遠くに投げるような運動遊びであれば，
ドッヂボールと同様に遊びの展開が可能であると示唆
された。
　ディスクの遠投能力に関しては，福島ら10）は，プ
ラスティック製のフライングディスクを用いて，飛距
離を実測し，加齢に伴い直線的な距離の増加を報告し
ている。本研究では，飛距離の実測は行っていない
が，ソフトディスク遠投得点は直線的に増加する傾向
を示した。また，基礎的運動能力は，年齢の増加と比
例して直線的に発達する14），という研究報告があり，
ソフトディスクを用いた調査でも同様に，直線的発達
を支持する結果が得られた。
　ドッヂボール遠投得点では，各年齢間の得点の伸
びが0.13点（４歳→５歳間）から0.39（９歳→10歳間）
へと加齢に伴い遠投得点の伸びが大きくなる傾向がみ
られたが，ソフトディスク遠投得点では，６歳と７歳
の間が0.49点と最も伸びが大きく，９歳から10歳間の
値は，0.08と最小値を示した。つまり，運動能力は，
一般的に幼少期であれば加齢に伴い，その技能が獲得
され，洗練される16）ため成熟され，得点が上昇する
と考えられる。しかし，各年齢間での得点の上昇した
値では，ソフトディスク遠投技能では，ドッヂボール
遠投得点の発達とは異なる様相が得られた。これは，
保育現場や小学校体育でのドッヂボールなどのボール
やまりを使った運動遊びなどが高い頻度で実施され，
技術指導がなされていることから考えて，ディスクの
使用頻度や慣れ，基本的な技術指導の不足がソフト
ディスク遠投得点に影響していると考えられる。すな
わち，年齢がすすむにつれてソフトディスクの遠投技
能は一定のレベルまでは発達する。しかし，その一定
レベル以上に遠投技能を習得させるにはディスクの握
り方や投げ方といった基本技能の指導が必要であり，
ディスクを用いた運動遊びの頻度を多くすることが重
要であることを示唆していると考えられる。
（２） ドッヂボールとソフトディスクの正確投げ得点
の加齢変化
　表３に，ドッヂボールとソフトディスクの正確投げ
技能を比較するため，的当て得点の加齢変化を示し
た。ドッヂボール的当て得点は，４歳児の2.29±0.71
点が最も低く，10歳児の2.80±0.43点が最も高い値を
示した。一方，ディスク的当て得点は，４歳児の2.03
±0.72点が最も低く，10歳児の2.47±0.56点が最も高
い値を示した。これらのドッヂボール的当て得点とソ
フトディスク的当て得点は，年齢があがるにつれてど
ちらの的当て得点も上昇し，幼少期での加齢に伴う
ドッヂボール及びソフトディスクの正確投げ技能が発
達すると確認された。また，それぞれの年齢で，ドッ
ヂボール的当て得点とソフトディスク的当て得点に統
計的有意差は認められなかった。また，全ての年齢
で，ドッヂボール的当て得点がソフトディスク的当て
得点を上回り，その得点差の範囲は，最小値が，0.26
（４歳）から0.40（５歳，８歳）の範囲であり，ほぼ
同程度の差が保たれて推移していた（図１）。
　それぞれの的当て得点の加齢に伴う増加変化につい
ては，ドッヂボール的当て得点の加齢に伴う増加変
化では，４歳から５歳が，0.11点と最も大きな増加を
示し，５歳から６歳が，0.06点，６歳から７歳が0.05
点で増加が最も小さい値を示した。７歳から８歳が，
0.13点，８歳から９歳が0.07点，９歳から10歳が0.09
点とそれぞれ増加していた。一方，ソフトディスク的
当て得点の加齢に伴う増加変化では，４歳から５歳
が，−0.03点と最も小さく，マイナスの増加を示し，
それ以後は，５歳から６歳が，0.09点，６歳から７歳
が0.10点，７歳から８歳が，0.05点，８歳から９歳が
表２　ドッヂボール及びソフトディスクの遠投得点の加齢変化
 
4歳児 5歳児 6歳児 7歳児 8歳児 9歳児 10歳児
ドッヂボール遠投得点平均値 1.35 1.48 1.7 2.06 2.06 2.38 2.77
標準偏差 0.65 0.73 0.73 0.62 0.68 0.69 0.53
ソフトディスク遠投得点平均値 1.17 1.51 1.9 2.39 2.17 2.4 2.48
標準偏差 0.83 0.72 0.67 0.68 0.68 0.66 0.59
有意差 ｎ.ｓ. ｎ.ｓ. ｎ.ｓ. ｎ.ｓ. ｎ.ｓ. ｎ.ｓ. ｎ.ｓ.
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0.18と最も大きく得点が増加していた。９歳から10歳
が0.05点であった。これらの得点の増加傾向から，ソ
フトディスクの４歳から５歳以外は，全て得点が増加
し，ドッヂボールとソフトディスクの正確投げ技能が
発達することが確認された。すなわち，年齢が上がる
につれ，得点が大きく増加し，正確投げ技能が発達す
るのではなく，遠投技能と同様に，直線的に技能が
発達する可能性が示唆された。すなわち，ソフトディ
スクは，ドッヂボールと同じ程度の距離が投げられ
るが，それを正確に投げ，コントロールする能力は，
ボールに比較すると未成熟なことが明らかである。そ
の理由として，今回は，多くの参加児がソフトディス
ク遊びの経験が浅いためと考えられ，その経験不足に
よりドッヂボールとの得点差が生じているのではない
かと考える。
　幼児期における投動作の習得は，体力・運動能力の
一つである協応性の発達を促し，下肢，体幹，上肢の
多関節を使った運動動作がスムーズに行えるようにな
るために不可欠な動作である。すなわち，ソフトディ
スクの投動作は，ボールを使った投げる動作と同様
に，身体各部位の協応性が求められ，足を軸足に引き
つけ，次いで前方にステップすることで生じる下肢
（下腿や大腿）のパワーが体幹の腰背部の回旋（ひね
り），上肢（前腕や上腕）の肩関節の外転・内転，肘
関節の屈曲・伸展，手首関節の背屈・屈曲などの円運
動が順序よく時系列的に統合されることにより成立す
る全身が使われる動作であり，幼少期に身に付けたい
協応性の発達を促すのは確かであり，適した遊具とい
える。本研究の測定対象児（４歳から10歳）の全ての
幼少児がBHTで３点を記録（ソフトディスクを的に
当てる）していた。この結果は，古田と渡部13）の結
果と同じであり，ソフトディスクをコントロールして
投げられていると考えられ，改めてソフトディスク
が，幼児の運動遊びの遊具として活用できると示唆さ
れた。
　また，近年，幼児のボール投げ能力が低下している
背景には，公園などでの遊び環境における禁止事項，
例えば，ボールの使用禁止等がある15）と推察されて
いる。よって，投動作を含んだ運動遊びが十分になさ
れず，投能力の発達が妨げられていると考えられてい
る。そのため，安全性の高いソフトディスクが，地域
の公園等でも活用されることが望まれる。
Ⅳ　まとめ
　保育現場で，遊具の一つとしてソフトディスクを活
用する基礎的資料を得るため，幼少児のドッヂボール
とソフトディスク投技能を測定した。投技能として，
遠投技能と正確投げ技能を調査し，その発達過程を明
表３　ドッヂボール及びソフトディスクの正確投げ得点の加齢変化
 
4歳児 5歳児 6歳児 7歳児 8歳児 9歳児 10歳児
ドッヂボール正確投げ得点平均値 2.29 2.40 2.46 2.51 2.64 2.71 2.80
標準偏差 0.71 0.63 0.68 0.61 0.57 0.50 0.43
ソフトディスク正確投げ得点平均値 2.03 2.00 2.09 2.19 2.24 2.42 2.47
標準偏差 0.72 0.66 0.77 0.72 0.59 0.66 0.56
有意差 ｎ.ｓ. ｎ.ｓ. ｎ.ｓ. ｎ.ｓ. ｎ.ｓ. ｎ.ｓ. ｎ.ｓ.
図１　ドッヂボールとソフトディスクの的当て得点差
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らかにしようと試みた。それにより，次の結果を得
た。
　（１）ソフトディスクの投技能として測定した遠投
技能及び正確投げ技能は，種々の基礎的運動能力の
発達過程を検討した先行研究と同様に，加齢に伴い
直線的に発達していた。
　（２）ソフトディスクの遠投技能（遠投得点）で
は，加齢に伴いその得点が増加傾向を示したものの，
統計的有意差は認められなかった。
　（３）ソフトディスクとドッヂボールの正確投げ得
点には，統計的有意差は認められなかったが，全て
の年齢でドッヂボールの正確投げ得点が上回り，そ
の差は変化なく推移した。
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